
第９回議会報告会・意見交換会（平成 29年 4月 27日開催分）反省会記録 

 

日 時： 平成 29年 5月 18日（木）12時 10分～13時 40分   

場 所： 第２委員会室 

出席者： 教育福祉常任委員会委員（7名）※ 

前田委員長、一石副委員長、小笠原委員、添田委員、露木委員、根岸委員、渡辺委員 

（※教育福祉常任委員会が中心となって実施した報告会・意見交換会であるため） 

 

＜チラシ（広報）について＞ 

・今回のチラシはターゲットを絞って作成し、斬新なものとなり、若い世代の町民に好評だった。

（アンケートに記入あり） 

・ターゲットを絞り、テーマ別に開催したことが良かったため、今後もテーマを分けたり、ターゲ

ットを分ける場合（常任委員会ごとにやるのかは別として）は、チラシも別に作成したい。響く

ものが違うのだから当然である。 

・駅頭配布は継続したい。 

・Facebookの活用も、人集めには効果的だった。 

・子育てサークル（６グループ）の活動の場に出向いて、顔を見て、直接チラシを渡すことができ、

効果があった。 

 

＜アンケートについて＞ 

・21名参加、アンケート回答 16名、各項目合計数は未記入もあり一致せず。 

・「住まい」に「釜野」が入っていなかった。 

・報告会開催前の基本条例で、「住まい」という項目についてどうするかという議論があったが、

細かい地区まで記入してもらうことは、あまり意味がないものだと分かった。 

 

＜開催・時間配分について＞ 

・今回は開催時期、曜日、時間帯については適切だった。 

 

＜内容について＞ 

・テーマに沿った予算説明は参加者に理解していただけたし、その内容から新たな関心を呼んだこ

とがワークショップで分かった。（遊具が高額である＝設置時に町が民意をどうとらえるかなど）

そういったことがねらいだったため、子育て世代向けに内容を絞り、簡潔にしたのは良かった。 

・他町の職員が傍聴に来ている場合は、紹介があったほうが良かった。 

 

＜その他＞ 

・総務が担当する、公園についての意見も多く、海岸活用についても出ている。 

・子連れの方のために、託児環境を整える（町で委託しているカンガルーなど）。 

・今回のように子育て世代にテーマを絞る場合は、子どもに傷害保険をかけたい（議会費等で）。 

・チラシの印刷も本来ならば議会費で出したい。 

以上 


